
第 回 すっきゃねん若者ことばの会20

茨木市クリエイトセンター13.Dec.2003

－方言研究者の視点から－10年間の回顧
甲南大学 都染直也

§大きく変わったもの
生活環境：ケータイとインターネットの普及

ケータイ：コミュニケーションにおける場所と時間の制限を解除

インターネット：無尽蔵の世界規模的情報

自分自身：加齢とそれに伴う…

§変わらないもの
？

§方言研究における若者ことば
相反する二つの方向：①共通語化(東京俗語化をふくむ)

関西での例：間投助詞「サー 、東京式アクセント化」

「スゲー、ウメー」等の語彙・発音

②新しい方言の発生と広がり

方言独自の現象・変化

共通語との関わりによる変化

§具体的方言資料から
山陰地方のグロットグラム調査資料

(甲南大学都染ゼミの調査による： 年松江－鳥取、 年鳥取－和田山)2003 2002
①値段をたずねることば(いくら)

伝統的方言形「ナンボ」

共通語形「イクラ」

新しい語形「ナンエン」

②個数をたずねることば(いくつ)

伝統的方言形「ナンボ」

共通語形「イクツ」

新しい語形「ナンコ ： 年に国立国語研究所が京都府宮津市で調査し」 1984
た際に確認(『場面と場面意識』 )、他の地方でも1990

③「来ない」

伝統的方言：山陰＝コン、但馬南部＝クレヘン、播磨＝キヤヘン・キエヘン

大阪＝ケーヘン

新しい語形：兵庫県の低年層「コーヘン」(播但線では高年層にも)

松江周辺の「コラン」(九州北部での「寝ラン」との類似が興味深い)

関連文献 井上史雄 『日本語は年速１キロで動く』講談社現代新書2003

http://ha8.seikyou.ne.jp/home/wexford/甲南大学都染研究室ＨＰ：



担当者：都染直也ＪＲ山陰本線 松江－和田山間 グロットグラム 2004 甲南大学方言研究会 項目名：いくら(値段をたずねることば)
年齢

｜ ｜ ｜高
80年 ｜ ｜ ｜ ｜♦

｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜層 ♦
｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜男 ♦ ♦

7 1性 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜♦
♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦｜ ｜

｜ ｜ ｜ ｜中 ♦
5 0年 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜♦

｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜層 ♦ ♦ ♦●
41男 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜♦

｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜性 ♦ ♦
♦ ♦ ♦｜ ｜
● ●低 ♦ ♦ ♦ ♦

1 5年 ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦● ●｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
｜ ｜ ｜ ｜ ｜層 ♦ ♦● ● ● ● ● ● ●

｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜男 ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦● ● ●
1 2性 ● ● ● ● ●♦ ♦ ♦

松 東 揖 荒 安 米 東 伯 淀 大 名 御 下 中 赤 八 浦 由 下 倉 松 泊 青 浜 宝 末 鳥 湖 鳥 福 大 岩 東 居 諸 浜 久 餘 鎧 香 柴 佐 竹 城 玄 豊 国 江 八 養 和
江 松 屋 島 来 子 山 耆 江 山 和 来 市 山 碕 橋 安 良 北 吉 崎 谷 村 木 恒 取 山 取 部 岩 美 浜 組 寄 坂 谷 部 住 山 津 野 崎 武 岡 府 原 鹿 父 田
江 公 大 口 屋 口 条 洞 山大学

園 山 前

｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜高 ♦
8 0年 ♦ ♦｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

｜ ｜ ｜ ｜層 ♦
｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜女 ♦ ♦

71性 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜♦
｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜♦

♦ ♦中 ｜ ｜
5 0年 ♦ ♦ ♦｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜層 ♦ ♦
｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜女 ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦

41性 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦
♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦●

｜低 ♦ ♦ ♦ ♦●
1 5年 ♦ ♦ ♦ ♦ ♦｜ ｜ ｜● ● ● ●

｜ ｜ ｜ ｜ ｜層 ● ● ● ● ● ● ●♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦
♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦女 ● ● ● ●｜ ｜ ｜ ｜ ｜

1 2性 ● ● ● ● ●｜ ｜ ♦ ♦
松 東 揖 荒 安 米 東 伯 淀 大 名 御 下 中 赤 八 浦 由 下 倉 松 泊 青 浜 宝 末 鳥 湖 鳥 福 大 岩 東 居 諸 浜 久 餘 鎧 香 柴 佐 竹 城 玄 豊 国 江 八 養 和
江 松 屋 島 来 子 山 耆 江 山 和 来 市 山 碕 橋 安 良 北 吉 崎 谷 村 木 恒 取 山 取 部 岩 美 浜 組 寄 坂 谷 部 住 山 津 野 崎 武 岡 府 原 鹿 父 田
江 公 大 口 屋 口 条 洞 山大学

園 山 前

凡例

イクラ ナンボ ナンエン♦ ｜ ●



担当者：都染直也ＪＲ山陰本線 松江－和田山間 グロットグラム 2004 甲南大学方言研究会 項目名：いくつ(個数をたずねることば)
年齢

｜ ｜ ｜高
80年 ｜ ｜ ｜ ■ ｜

｜ ｜ ｜ ｜ ■ ｜ ｜ ｜ ｜層 ♦
｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ■ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜男 ♢ ♢

7 1性 ｜ … ｎ ｜ ｜ ｜ ｜ ■ ｜ ｜ ｜ ｜ ■ ｜ ｜ ・
｜ ｜ ｜ ■

｜ ｜ ■ ｜中 ♢
5 0年 ｜ ｜ ■ ｜ ■ ｜ ｜ ｜ ■ ｜ ｜

■ ｜ ■ ｜ ｜ ■ ｜ ｜ ｜ ｜ ■ ｜層 ♢
｜ ｜ ■ ■ ｜ ■ ｜ ｜ ｜ ■ ｜ ■ ■ ■男 ♢ ♢

41性 ■ ■ ｜ ｜ ■ ｜ ｜ ■♢
♢■ ■ ｜ ｜

■ ■ ■ ■ ■低 ♢
15年 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

｜ ■ ■ ■ ■ ｜ ■ ｜ ■ ■ ｜ ■ ｜ ■層 ♢
■ ■ ｜ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ｜ ■男 ♢ ♢ ♢ ♢ ♢ ■ ■

1 2性 ■ ■ ■ ■♢ ♢ ♦
松 東 揖 荒 安 米 東 伯 淀 大 名 御 下 中 赤 八 浦 由 下 倉 松 泊 青 浜 宝 末 鳥 湖 鳥 福 大 岩 東 居 諸 浜 久 餘 鎧 香 柴 佐 竹 城 玄 豊 国 江 八 養 和
江 松 屋 島 来 子 山 耆 江 山 和 来 市 山 碕 橋 安 良 北 吉 崎 谷 村 木 恒 取 山 取 部 岩 美 浜 組 寄 坂 谷 部 住 山 津 野 崎 武 岡 府 原 鹿 父 田
江 公 大 口 屋 口 条 洞 山大学

園 山 前

｜ ｜ ｜ ｜ ■ ｜ ｜高
80年 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ■ ■ ｜♦

｜ ｜ ｜ ■ ｜層
｜ ■ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ■ ｜ ｜女 ♢

71性 ｜ ｜ ｜ ■ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ■♢
｜ ｜ ｜ ■ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ■ ■

♢中 ｜ ■ ■
50年 ■ ■ ■ ■ ■ ｜ ■ ■

■ ｜ ■ ｜ ｜ ■ ｜ ｜ ｜層 ♢
■ ｜ ｜ ■ ｜ ‥ ｜ ｜ ■ ■ ■ ■ ｜ ■女 ♢ ♢ ♢ ♢

41性 ｜ ■ ■ ■ ■ ｜ ■ ■ ■ ｜ ■ ｜ ■♢ ♢ ♢ ♢ ♦
■

■ ■ ■ ■ ■低 ♢
15年 ｜♢ ♢ ♢■ ■ ■ ■ ｜ ■■

■ ｜ ■ ■ ■ ｜ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ｜ ■ ■ ■ ■ ‥層 ♢ ♢ ♢■ ■
■女 ｜‥ ■ ■ ■ ■ ■ ■♢ ♢ ♢

12性 ■ ｜ ■ ■ ■ ■♢ ♢
松 東 揖 荒 安 米 東 伯 淀 大 名 御 下 中 赤 八 浦 由 下 倉 松 泊 青 浜 宝 末 鳥 湖 鳥 福 大 岩 東 居 諸 浜 久 餘 鎧 香 柴 佐 竹 城 玄 豊 国 江 八 養 和
江 松 屋 島 来 子 山 耆 江 山 和 来 市 山 碕 橋 安 良 北 吉 崎 谷 村 木 恒 取 山 取 部 岩 美 浜 組 寄 坂 谷 部 住 山 津 野 崎 武 岡 府 原 鹿 父 田
江 公 大 口 屋 口 条 洞 山大学

園 山 前

凡例

イクツ ナンボ ドンダケ 回答なし♢ ｜ ・ ｎ

イクラ ナンコ ドングライ♦ ■ ‥

ドホド…



松江 鳥取 和田山姫路 大阪間(ＪＲ山陰本線･播但線･神戸線沿線)グロットグラム- - - -
高 年 層 中 年 層 低 年 層

✿ ✿ ✿松江 ✛ ✛✿ ✿ ✿
項目東松江 ✛ ✛ ✛✿ ✿✿ 来ない揖屋 ✛ ✛ ✛✿

✿荒島 ✛ ✛ ✛✿
安来 ✛ ✛ －

凡例米子 ✛ ✛ ✛
東山公園 ✛ ✛ ✛

コナイ伯耆大山 ✛ ✛ ✛ －✿ ✿ ✿✿
淀江 ✛ ✛ ✛

大山口 ✛ ✛ ✛
コン名和 ✛ ✛ ✛ ✛

御来屋 ✛ ✛ －
コラン下市 ✛ ✛ ✛ ✿

中山口 ✛ ✛ ✛ (参考資料 女性話者の回答)✿ コラン =
赤碕 ✛ ✛ ✛
八橋 ✛ ✛ ✛

■ クレヘン浦安 － ✛ ✛
由良 － ✛ －

◆ クラヘン下北条 ✛ ✛ ✛
倉吉 ✛ ✛ ✛

▉ クリャヒン松崎 ✛ ✛ ✛
泊 ✛ ✛ ✛
青谷 ✛ ✛ ✛

キヤヘン浜村 ✛ ✛ ✛ ✺
宝木 ✛ ✛ ✛

キエヘン末恒 ✛ ✛ ✛ ✸
✛ ✛ ✛鳥取大学前

キーヘン湖山 ✛ ✛ ✛ ✳
鳥取 ✛ ✛ －

✳ キーヒン福部 ✛ ✛ ✛
大岩 ✛ ✛ ✛

キナイ岩美 ✛ ✛ ★

❙

東浜 ✛ ✛ ✛
居組 ✛ ✛ ✛

コーヘン諸寄 ✛ ✛ ✛ ★
浜坂 ✛ －✛ －◆

◆ コエヘン久谷 ✛ ✛ ✛

★

餘部 ✛ ★ ✛
鎧 ✛ ✛ ✛

ケーヘン香住 ✛ ✛ ✛ ○
柴山 ✛ ★◆✳
佐津 ✛ －■◆
竹野 ★▉ ▉
城崎 ★■ ■

玄武洞 － － －★

❙

豊岡 ★■ ■ ★

国府 ★■ ■
■ ■江原 ✛

★

八鹿 ✛ ○ －
養父 ✛ ○ ✛

和田山 ✛ ★ ★
竹田 ✛★ － ★
青倉 ★ ★ ○
新井 ★ ★ ✸
生野 ★ ★ ★
長谷 ★ ★✺
寺前 ★ ★ ✳
新野 －★ ★ ★
鶴居 ★✸ ✺
甘地 － ○ ★✳✺
福崎 ★ ○ ★ 注✺
溝口 ○ ○ ★ ・松江－和田山間の女性資料は省略
香呂 ★ ★ (コランのみ収録)✺

仁豊野 ★✸ ✺
砥堀 ★ ★ ★ ・竹田－京口間はアンケート回収調－✺✳
野里 ★✳ 査を主とし、一部面接調査を含む✺ ✺
京口 ★ ★ ★✺
姫路 ★ ★✺
御着 ★ ・西明石・大阪の高年層は女性話者✳ ✳
曽根 ★✺ ✳
宝殿 ★ ・大阪中年層・低年層、三ノ宮中年層✺ ✸

加古川 は未調査✳ ✳✺
東加古川 ★✺ ✳

土山 ★✸ ✸
魚住 ★ ★✸

関連グロットグラム大久保 ✛ ○ ✳
116 59 113西明石 ○✺ ✳ 鳥和： 播但： 神戸：
122 110明石 ○ ○✸ 加線： 福知：

朝霧 ★✺ ✳
関連言語地図舞子 ○ ★✸
多氷：－ 多紀：－ 氷上：－垂水 ★ ★ ★
北播：－ 加西：－ 加東：－塩屋 ★ ★✸
美嚢：－ 小野：－ 三田：－須磨 ○ ★✺
朝神：－ 神崎：－ 飾穴：－鷹取 ★ ○✺
加古：－ 姫路： 川猪：－新長田 ○ ★✛✸ 110
兵庫：－ 但馬： 中五：－兵庫 ○ ★✳ 27

L A J GAJ 83神戸 ○ ○ ★ 中九：－ ：－ ：
元町 ○ ○ ★

三ノ宮 ○ ✛
灘 ★✳ ✺

調六甲道 － － ★
査住吉 ○ ★✳
対摂津本山 ○ ★ ★
象甲南山手 ○ ○ ✛
地芦屋 ○ ○ ★
域西ノ宮 ○ ○ ★

甲子園口 ○ ○ ★
立花 ○ ★✳
尼崎 ○ ○ ★
塚本 ○ ○ ○ 都 染 直 也
大阪 ○

作図担当：

'16 '34 '46 '63 '83 '91生年(西暦) 生年(西暦) 生年(西暦)
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